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キーワードと矢印ワザの集大成

わしの政策＝「生類憐れみ」の

意図と経過と成果をまとめてくれい



犬派のそなた犬派のそなたへ

犬的視点で、わしの人生にコメントしてくれんか？

猫派のそなたへ猫派のそなたへ

猫的視点で、わしの人生にコメントしてくれんか？



犬派
五傑

対立の視覚的表現 Y.N.さん



わんダフル！ Y.Y.さん



アンタなんか嫌い！ H Nさんアンタなんか嫌い！ H.N.さん



綱くんの一生スゴロク M S さん綱くんの 生スゴロク M.S.さん



さすがの貫禄 T H さんさすがの貫禄 T.H.さん



猫派
五傑

綱ムツゴロウ T K さん綱ムツゴロウ T.K.さん



人生カルタ N K さん人生カルタ N.K.さん



漱石キタ－ K Fさん漱石キタ K.F.さん



猫はスルーが身上 T M さん猫はスル が身上 T.M.さん



アホ!? T S さんアホ!? T.S.さん



問題提起をいただきました問題提起をいただきました。

あの「笑い」、私も一瞬、あれ？とおもったのですけれど、でも・・・



このご指摘で納得しました。あの「笑い」は、転び、起きあがり、さらに転び、あおむ

けにまでなりながら、なおも走る体勢へと復帰し続けた死の間際のガゼルの驚異の

がんばりへの感嘆のどよめきだったのだろうと。がんばりへの感嘆のどよめきだったのだろうと。

あらためてシーンを見直してみて、あの狩りの、ほとんど愛の行為のようなチータ

の手（前足？）つきのしなやかさに そして自ら身を投げ出した恍惚とさえ取れるガの手（前足？）つきのしなやかさに、そして自ら身を投げ出した恍惚とさえ取れるガ

ゼルのラストの表情に心うたれます。

だから私は あの「笑い」は不謹慎だとは思わない むしろ 表層的な「かわいそう」だから私は、あの「笑い」は不謹慎だとは思わない。むしろ、表層的な「かわいそう」

を超えたところに生命の営みがあることを、あの世界初の驚異の映像を通じてフロ

みなさまが感じ くださ た それだけ真剣 映像を観 くださ た証し はなアのみなさまが感じてくださった、それだけ真剣に映像を観てくださった証しではな

いかな、と受けとめています。


